
　 8)ス ペシャルオリンピックスに参加 して

　　　－その1　 ボランティア活動の概要－

　 〇佐々木重夫,福 島 雅啓,柴 原栄一郎,鈴 木 厚子

　　 田口 慎哉,玉 木 直哉,長 嶺 海保,西 村 翼

　　 山崎 康彦,島 村 和宏,齋 藤 高弘,高 橋 和裕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　大野 敬

　　　　　　　　　　　　　(奥羽大・歯 ・附属病院)

【緒　言】知的障害者のスポーツの祭典であるス

ペシャルオ リンピックス(以 下,sOと 略す)で は,

アスリー ト(知 的障害者)本 人や関係者の健康に

対する知識や意識を啓発す ることによってQOL

の向上 を目指すためのヘルシー ・アス リー トR・

プログラムとしてスペシャルスマイルズ(口 腔:

以下,ssと 略す),ヘ ル シーヒア リング(聴 力),

ヘルスプロモーション(栄 養 ・生活習慣),オ ー

プニ ングアイズ(眼 科),フ ィットフィー ト(足

のケア)お よびファンフィットネス(理 学療法)

の6部 門 を開設 しており,sO参 加アスリー トは

競技期間中,希 望によって受診 している。奥羽大

学歯学部附属病 院ではSOの 趣旨に賛同し,ア ス

リー トのQOLの 向上 を目的として平成24年2月

10日 か ら12日 に開 催 され た2012年 第5回 スペ

シャル オ リンピックス 日本冬季ナ ショナルゲー

ム ・福島大会にボランティアとして歯科医師を派

遣 した。

【方　法】本学か ら参加 した歯科医師は21名(う

ち臨床研修歯科医師10名)で,福 島県歯科医師会,

郡山歯科医師会および東北歯科専門学校から参加

したボラ ンティア と協力 し,平 成24年2月10日,

11日 の2日 間,福 島県猪苗代 町体験交流館 「学

びいな」 においてボランティア活動 を行 った。

ssで の活動内容は受診アス リー トの受付,誘 導,

歯科健診,ブ ラッシング指導およびギフ ト(歯 ブ

ラシ,歯 磨剤などのプレゼン ト)で あった。

【結　果】1.2日 間で9歳 か ら46歳(平 均年齢

23歳8か 月)の アス リー ト137名(男 性107名,

女性30名)が 受診 した。

　 2.ヘ ルシー ・アスリー トR・プログラム6部

門の受診者の合計は412名 で,SSの 受診者が最も

多く,33.3%を 占めていた。

　 3.歯 科健診の結果,1人 平均の現在歯数28.4

歯,健 全歯数23.2歯,齲 蝕歯数0.6歯,修 復歯数4.7



歯および喪失歯数0.4歯 で,1人 平均DMF歯 数

は5.6歯 と健常者(20～24歳8.0歯:厚 生労働省

平成17年 歯科疾患実態調査)と 比較 して も良好

な値 を示 した。

【考察 および結論】1.ssに おける受診時間は約

10分 ～15分 の短 時間で終 了す るこ とが,ヘ ル

シー ・アス リー トR・プログラムの中で最 も受診

者が多いことに寄与 していると思われた。

　 2.sOに 参加 し,ヘ ルシー ・アスリー トR・プ

ログラムを受診することがアス リー トの口腔内環

境のみならず,健 康維持に関与 しているものと思

われた。


